
            

「やかんの湯沸かす夏休み」       校長 川畑 豪則  

１学期も残すところ少なくなりました。楽しみな夏休みに向けて、１学期のまとめをしっかり行

っていきましょう。 

子どもたちと話していると、夏休みの話題が少しずつ増えてきました。私も、毎年この時期は、

何をしようかとワクワクします。夏休みは、今しかできないイベントも楽しみたいと思います。そ

れ以上に、「習慣化に再挑戦する」チャンスでもあると思っています。私のことで言えば、日々の慌

ただしさにかまけて「積ん読」状態になっている本…「毎日の読書習慣を取り戻して、本の山を無

くしたい！」と強く思っています。 

「習慣化」の話をする時にいつも思い浮かべることがあります。「やかんの湯沸かし」です。強火

でも、途中でやめたら水に戻る。弱火でも、熱し続ければお湯になる。継続することで、成果が表れ

るものです。「継続は力なり」です。 

子どもたちには、どんな「やかん」を火にかけるのか決めること、そして、弱火でもいいから「や

かん」に火を絶やさないようにすること、そんな夏休みにしてほしいと思います。 

加えて、火を強くしてやかんのお湯を沸騰させること、すなわち「夢中」になれること、夏休みだ

からこそできる熱中体験を見つける夏になれば、なおよいなと思います。火が強ければ強いほどお

湯は早く沸きます。夢中になっていると、より一層早く目標に近づけますし、さらに大きな成果を

得られることと思います。 

弱火のやかん、思い切り強火のやかん…、沸かしたいやかんが見つかる夏になりますように。 
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めざす児童像 

☆ 向上心をもってがんばる子 

☆ 心が豊かでやさしい子 

☆ 心身共に明るく健康でたくましい子 

☆見違えるほど綺麗になったプール ６年生ありがとう！ 
 ６月 17 日からプールでの水泳学習をスタートしています。プール開きに向け、６年生が１年
間の汚れを綺麗に落としてくれ、ピカピカのプールとなりました。低学年では「水遊び」、中・
高学年では「水泳運動」を各学年とも２単位時間の５回の計画で学習しています。水に慣れ親し
むとともに、自分のめあてをもち、めあてを達成する楽しさや喜びを体感して欲しいです。 
 
☆５年生が、社会見学に行ってきました！ 
 ６月 20 日、神戸港では、新しくなったポートタワーや海洋博物館＆カワサキワールド、阪神
淡路大震災の遺構を見学したり、朝日新聞阪神工場では、実際に社会科で学習する新聞発行の過
程を見学したりしました。 
 
☆令和７年度地区懇談会へのご参加・ご協力 ありがとうございました。 

先日は、地域の方々や地区委員、安全部員、本部役員の皆様をはじめとする育生会の皆様には、
各地区の「地区懇談会」にご参加と運営面でもご協力を頂きましてありがとうございました。自
身の人権感覚をブラッシュ・アップする機会に、また、同和人権問題について正しく学ぶ機会に、
また登下校道の危険箇所について話し合う機会となりました。地区懇談会を通して学び合ったこ
とを、今後の「地域・家庭・学校が連携して、子どもの成長を見守り、育てていく活動」に生か
されることを願います。 

宮通信や、給食こんだて表、ＥＡＴ通信（食事や健康に関する情報等）、食育だより（絵本
給食等について）を学校のＨＰに掲載しています。 

※ 学校ＨＰにつながる二次元コードはこちら ⇒⇒⇒ 


